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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）及び重合開始剤（Ｅ）を含有する硬化性樹脂組成物で
あって、
　ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）は、
　下記一般式（１）で示されるフルオレン骨格を有する（メタ）アクリレート（Ａ）、
　フェニルフェノキシエチル（メタ）アクリレート（Ｂ）、並びに、
　ベンジルメタクリレート、フェニルメタクリレート及びフェノキシエチルメタクリレー
トからなる群より選ばれる少なくとも１種のメタクリレート（Ｃ）を含み、
　ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）の総量１００質量％中、前記（メタ）アクリレート（
Ａ）の含有量が５０～９０質量％であり、前記フェニルフェノキシエチル（メタ）アクリ
レート（Ｂ）の含有量が５～４５質量％であり、前記メタクリレート（Ｃ）の含有量が５
～４５質量％であり、
　ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）の総量１００質量部に対して、前記重合開始剤（Ｅ）
の含有量が０．０５～１０質量部であり、
　当該硬化性樹脂組成物の総量１００質量％中、ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）及び重
合開始剤（Ｅ）の含有量の合計が９５質量％以上である、硬化性樹脂組成物。



(2) JP 6500399 B2 2019.4.17

10

20

30

40

50

【化１】

　式（１）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は各々独立に、水素原子またはメチル基であり、
ｍは０～５の整数を示し、ｎは０～５の整数を示す。
【請求項２】
　酸化防止剤（Ｆ）をさらに含有する、請求項１に記載の硬化性樹脂組成物。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の硬化性樹脂組成物が硬化した、硬化物。
【請求項４】
　請求項３に記載の硬化物からなる、光学部材。
【請求項５】
　請求項３に記載の硬化物からなる、レンズ。
【請求項６】
　請求項５に記載のレンズを備える、カメラモジュール。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、硬化性樹脂組成物、硬化物、光学部材、レンズ及びカメラモジュールに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、光学デバイスの表面実装化への要望が高まっており、携帯電話用のカメラモジュ
ールに使用されるレンズ等の耐リフロー化が求められている。
　携帯電話用のカメラモジュールには、通常、屈折率の異なる複数枚のレンズが使用され
、高屈折率のレンズの材料にはフルオレン系ポリエステル樹脂が主に用いられている。
　しかし、フルオレン系ポリエステル樹脂は熱可塑性樹脂であるため、はんだリフロー時
の熱によって溶融しやすかった。
【０００３】
　フルオレン系材料の熱溶融を改善する手法としては、フルオレン系ジ（メタ）アクリレ
ートを用いて、樹脂材料中に架橋構造を導入する手法が知られている。
　例えば、特許文献１には、フルオレン系ジ（メタ）アクリレートと、該フルオレン系ジ
（メタ）アクリレートを溶解するコモノマー（例えばスチレン、ベンジルメタクリレート
など）とを含有するプラスチックレンズ材料が開示されている。特許文献１によれば、該
プラスチックレンズ材料をラジカル重合することで、耐熱性、表面硬度、耐薬品性及び透
明性に優れ、１．６０以上の屈折率を有するプラスチックレンズが得られるとしている。
　また、特許文献２には、フルオレン系ジ（メタ）アクリレート及びフェニルフェノキシ
エチル（メタ）アクリレートを含有する光学材料用樹脂組成物が開示されている。特許文
献２によれば、該光学材料用樹脂組成物の硬化物は高屈折率であり、透明性にも優れるた
め、プラスチックレンズに使用できるとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平４－３２５５０８号公報
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【特許文献２】特開２００８－９４９８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　プラスチックレンズ等の光学部材の材料となる樹脂組成物には、成形性に適した粘度を
有することが求められる。また、該樹脂組成物を硬化してなる硬化物には、耐リフロー性
に優れることはもちろんのこと、高屈折率であり、透明性に優れることが求められる。加
えて、高温環境下においても硬化物が変形しにくいようにするために、硬化物にはガラス
転移点が高いことも望まれる。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載のプラスチックレンズ材料は、粘度、得られるレンズ
の屈折率及びガラス転移点の全てを必ずしも満足するものではなかった。
　特許文献２に記載の光学材料用樹脂組成物の場合、得られるレンズ等の硬化物の屈折率
は１．６０６以下と低く、該光学材料用樹脂組成物からは必ずしも高屈折率のレンズを得
ることができなかった。また、硬化物のガラス転移点も低い。
【０００７】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたもので、成形性に適した粘度を有し、得られる硬化
物が高い透明性、高い屈折率及び高いガラス転移点を有する硬化性樹脂組成物とその硬化
物、並びにその硬化物を用いたレンズ等の光学部材、該レンズを備えたカメラモジュール
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は以下の態様を有する。
［１］　ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）及び重合開始剤（Ｅ）を含有する硬化性樹脂組
成物であって、
　ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）は、
　下記一般式（１）で示されるフルオレン骨格を有する（メタ）アクリレート（Ａ）、
　フェニルフェノキシエチル（メタ）アクリレート（Ｂ）、並びに、
　ベンジル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート及びフェノキシエチル
（メタ）アクリレートからなる群より選ばれる少なくとも１種の（メタ）アクリレート（
Ｃ）を含み、
　ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）の総量１００質量％中、前記（メタ）アクリレート（
Ａ）の含有量が５０～９０質量％であり、前記フェニルフェノキシエチル（メタ）アクリ
レート（Ｂ）の含有量が５～４５質量％であり、前記（メタ）アクリレート（Ｃ）の含有
量が５～４５質量％であり、
　ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）の総量１００質量部に対して、前記重合開始剤（Ｅ）
の含有量が０．０５～１０質量部であり、
　当該硬化性樹脂組成物の総量１００質量％中、ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）及び重
合開始剤（Ｅ）の含有量の合計が９５質量％以上である、硬化性樹脂組成物。
【０００９】
【化１】
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【００１０】
　式（１）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は各々独立に、水素原子またはメチル基であり、
ｍは０～５の整数を示し、ｎは０～５の整数を示す。
【００１１】
［２］　酸化防止剤（Ｆ）をさらに含有する、［１］に記載の硬化性樹脂組成物。
［３］　［１］または［２］に記載の硬化性樹脂組成物が硬化した、硬化物。
［４］　［３］に記載の硬化物からなる、光学部材。
［５］　［３］に記載の硬化物からなる、レンズ。
［６］　［５］に記載のレンズを備える、カメラモジュール。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、成形性に適した粘度を有し、得られる硬化物が高い透明性、高い屈折
率及び高いガラス転移点を有する硬化性樹脂組成物とその硬化物、並びにその硬化物を用
いたレンズ等の光学部材、該レンズを備えたカメラモジュールを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の硬化物からなるカメラレンズを備えたカメラモジュールの一実施形態を
示す断面図である。
【図２】実施例におけるリフロー試験の温度プロファイルを示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明を詳細に説明する。
　なお、本発明において、「（メタ）アクリル」とは、アクリル及びメタクリルの総称で
ある。「（メタ）アクリレート」とは、アクリレート及びメタクリレートの総称である。
「（メタ）アクリロイル基」は、アクリロイル基及びメタクリロイル基の総称であり、一
般式：ＣＨ２＝Ｃ（Ｒ）－Ｃ（＝Ｏ）－［Ｒは水素原子またはメチル基を示す。］で表さ
れる。
　また、本発明において、「成形品」とは、本発明の硬化性樹脂組成物が硬化したもので
ある。
【００１５】
「硬化性樹脂組成物」
　本発明の硬化性樹脂組成物は、ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）及び重合開始剤（Ｅ）
を含有する。
　硬化性樹脂組成物は、酸化防止剤（Ｆ）をさらに含有することが好ましい。
【００１６】
＜ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）＞
　ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）は、以下に示す（メタ）アクリレート（Ａ）（以下、
「（Ａ）成分」という。）と、フェニルフェノキシエチル（メタ）アクリレート（Ｂ）（
以下、「（Ｂ）成分」という。）と、（メタ）アクリレート（Ｃ）（以下、「（Ｃ）成分
」という。）とを含む。
　ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）は、以下に示すラジカル重合性単量体（Ｄ）（以下、
「（Ｄ）成分」という。）を含んでいてもよい。
【００１７】
（（Ａ）成分）
　（Ａ）成分は、下記一般式（１）で示されるフルオレン骨格を有する（メタ）アクリレ
ートである。（Ａ）成分は、硬化物の屈折率やガラス転移点を高めたり、硬化物の耐リフ
ロー性を向上させたりする成分である。
【００１８】
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【化２】

【００１９】
　式（１）中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４は各々独立に、水素原子またはメチル基である。
硬化物の耐熱安定性が高まる観点からＲ１及びＲ４は水素原子が好ましく、硬化物の屈折
率がより高まる観点からＲ２及びＲ３は水素原子が好ましい。
　式（１）中、ｍは０～５の整数を示し、ｎは０～５の整数を示す。ｍ及びｎがそれぞれ
５以下の整数であれば、硬化物の屈折率やガラス転移点が高くなる。硬化性樹脂組成物の
粘度が成形性に適した値となり、成形性が向上することから、ｍ及びｎはそれぞれ１～２
の整数が好ましい。
【００２０】
　（Ａ）成分としては市販品を用いることができる。（Ａ）成分の市販品としては、Ｒ１

、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４がいずれも水素原子であり、ｍ及びｎがいずれも１の化合物である大
阪ガスケミカル株式会社社製の「商品名：オグソールＥＡ－０２００」や、新中村化学工
業株式会社製の「商品名：Ａ－ＢＰＥＦ」などが挙げられる。
【００２１】
　（Ａ）成分の含有量は、ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）の総量１００質量％中、５０
～９０質量％である。下限値は、５５質量％以上が好ましく、６０質量％以上がより好ま
しく、６０質量％超がさらに好ましく、６５質量％以上が特に好ましい。上限値は、８５
質量％以下が好ましく、８０質量％以下がより好ましい。（Ａ）成分の含有量が多くなる
ほど硬化物の屈折率及びガラス転移点が高くなる傾向なり、（Ａ）成分の含有量が少なく
なるほど硬化性樹脂組成物の粘度が低くなる傾向にある。（Ａ）成分の含有量が５０質量
％以上であれば、硬化物の屈折率及びガラス転移点が高まる。特に、（Ａ）成分の含有量
が６０質量％超であれば、硬化物のガラス転移点がより高まる。一方、（Ａ）成分の含有
量が９０質量％以下であれば、粘度が高くなりすぎるのを抑制でき、硬化性樹脂組成物の
成形性が良好なものとなる。
【００２２】
（（Ｂ）成分）
　（Ｂ）成分は、フェニルフェノキシエチル（メタ）アクリレートである。（Ａ）成分と
（Ｂ）成分とを併用することで（Ａ）成分が溶解しやすくなり、硬化性樹脂組成物の粘度
が成形性に適した値となる。加えて、硬化物の屈折率も向上する。
【００２３】
　フェニルフェノキシエチル（メタ）アクリレートとしては、オルトフェニルフェノキシ
エチル（メタ）アクリレート、メタフェニルフェノキシエチル（メタ）アクリレート、パ
ラフェニルフェノキシエチル（メタ）アクリレートなどが挙げられる。これらの中でも、
硬化性樹脂組成物の粘度を成形性により適した値にしやすいことから、オルトフェニルフ
ェノキシエチル（メタ）アクリレートが特に好ましい。
　これらフェニルフェノキシエチル（メタ）アクリレートは、１種単独で用いてもよいし
、２種以上を併用してもよい。
【００２４】
　（Ｂ）成分の含有量は、ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）の総量１００質量％中、５～
４５質量％である。下限値は、８質量％以上が好ましく、１０質量％以上がより好ましく
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、１５質量％超がさらに好ましい。上限値は、３５質量％以下が好ましく、３０質量％以
下がより好ましく、３０質量％未満がさらに好ましく、２５質量％以下が特に好ましい。
（Ｂ）成分の含有量が多くなるほど硬化物の屈折率が高くなる傾向にあり、（Ｂ）成分の
含有量が少なくなるほど硬化物のガラス転移点が高くなる傾向にある。（Ｂ）成分の含有
量が５質量％以上であれば、粘度が高くなりすぎるのを抑制でき、硬化性樹脂組成物の成
形性が良好なものとなる。また、硬化物の屈折率が高まる。一方、（Ｂ）成分の含有量が
４５質量％以下であれば、硬化物のガラス転移点が高まる。特に、（Ｂ）成分の含有量が
３０質量％未満であれば、硬化物のガラス転移点がより高まる。
【００２５】
（（Ｃ）成分）
　（Ｃ）成分は、ベンジル（メタ）アクリレート、フェニル（メタ）アクリレート及びフ
ェノキシエチル（メタ）アクリレートからなる群より選ばれる少なくとも１種の（メタ）
アクリレートである。硬化性樹脂組成物が（Ｃ）成分を含有することで粘度が成形性に適
した値となる。加えて、硬化物の屈折率も向上する。
　（Ｃ）成分としては、硬化物のガラス転移点がより高まる観点から、ベンジルメタクリ
レート、フェニルメタクリレートが特に好ましい。
【００２６】
　（Ｃ）成分の含有量は、ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）の総量１００質量％中、５～
４５質量％である。下限値は、８質量％以上が好ましく、１０質量％以上がより好ましく
、１５質量％超がさらに好ましい。上限値は、３５質量％以下が好ましく、３５質量％未
満がより好ましく、３０質量％未満がさらに好ましく、２５質量％以下が特に好ましい。
（Ｃ）成分の含有量が多くなるほど硬化物のガラス転移点が高くなる傾向にあり、（Ｃ）
成分の含有量が少なくなるほど硬化物の屈折率が高くなる傾向にある。（Ｃ）成分の含有
量が５質量％以上であれば、粘度が高くなりすぎるのを抑制でき、硬化性樹脂組成物の成
形性が良好なものとなる。また、硬化物のガラス転移点が高まる。一方、（Ｃ）成分の含
有量が４５質量％以下であれば、硬化物の屈折率が高まる。特に、（Ｃ）成分の含有量が
３０質量％未満であれば、硬化物の屈折率がより高まる。
【００２７】
（（Ｄ）成分）
　（Ｄ）成分は、上述した（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分以外のラジカル重合性
単量体である。硬化性樹脂組成物が（Ｄ）成分を含有することで粘度をより調整しやすく
なる。加えて、硬化物のガラス転移点もより向上しやすくなる。
　（Ｄ）成分としては、単官能の（メタ）アクリルモノマー、多官能の（メタ）アクリル
モノマー、（メタ）アクリルモノマー以外のビニル基含有モノマー（その他のビニル基含
有モノマー）、ラジカル重合性基を有するシルセスキオキサン化合物などが挙げられる。
【００２８】
　単官能の（メタ）アクリルモノマーの具体例としては、（メタ）アクリル酸、コハク酸
２－（メタ）アクリロイルオキシエチル、マレイン酸２－（メタ）アクリロイルオキシエ
チル、フタル酸２－（メタ）アクリロイルオキシエチル、ヘキサヒドロフタル酸２－（メ
タ）アクリロイルオキシエチル等のカルボキシル基を含有する（メタ）アクリルモノマー
；メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、プロピル（メタ）アクリ
レート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、ｉ－ブチル（メタ）アクリレート、ｔ－ブチ
ル（メタ）アクリレート、ペンチル（メタ）アクリレート、ヘプチル（メタ）アクリレー
ト、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メタ）アクリレート、イ
ソオクチル（メタ）アクリレート、ｎ－ノニル（メタ）アクリレート、イソノニル（メタ
）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、トリデ
シル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート等のアルキル（メタ）アク
リレート；シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ジシクロペンテニル（メタ）アクリレ
ート、２－ジシクロペンテノキシエチル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）ア
クリレート、ジシクロペンタニル（メタ）アクリレート、アダマンチル（メタ）アクリレ



(7) JP 6500399 B2 2019.4.17

10

20

30

40

50

ート等の脂環式構造を含有する（メタ）アクリルモノマー；フェノキシジエチレングリコ
ール（メタ）アクリレート、フェノキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、
ノニルフェノキシポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、フェノキシポリプロピ
レングリコール（メタ）アクリレート、フェニルフェノキシ（メタ）アクリレート等の芳
香環構造を含有する（メタ）アクリルモノマー；メトキシエチル（メタ）アクリレート、
エトキシエチル（メタ）アクリレート、ブトキシエチル（メタ）アクリレート等のアルコ
キシ（メタ）アクリレート；テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、グリシジル
（メタ）アクリレート等のヘテロ環構造を含有する（メタ）アクリルモノマー；３－（メ
タ）アクリロキシプロピルトリメトキシシラン、３－（メタ）アクリロキシプロピルトリ
エトキシシラン、２－（メタ）アクリロイロキシエチルアシッドホスフェート、トリフル
オロエチル（メタ）アクリレート、ヘプタデカフルオロデシル（メタ）アクリレート及び
（メタ）アクリロイルモルフォリンなどが挙げられる。
　これら単官能の（メタ）アクリルモノマーは、１種単独で用いてもよいし、２種以上を
併用してもよい。
【００２９】
　多官能の（メタ）アクリルモノマーの具体例としては、エチレングリコールジ（メタ）
アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレングリコール
ジ（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、ブチレン
グリコールジ（メタ）アクリレート、ポリブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、
ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）
アクリレート、１，９－ノナンジオールジ（メタ）アクリレート、トリシクロデカンジメ
タノールジ（メタ）アクリレート、ポリカーボネートジオールジ（メタ）アクリレート、
ポリエステルジオールジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡエチレンオキサイド付
加物ジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡプロピレンオキサイド付加物ジ（メタ）
アクリレート等の２官能の（メタ）アクリレート；トリメチロールプロパントリ（メタ）
アクリレート、エトキシ化イソシアヌル酸トリ（メタ）アクリレート、ε－カプロラクト
ン変性トリス（（メタ）アクロキシエチル）イソシアヌレート等の３官能の（メタ）アク
リレート；ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート等の４官能の（メタ）
アクリレート；ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート等の５官能の（メタ
）アクリレート；ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート等の６官能の（メ
タ）アクリレートなどが挙げられる。
　これら多官能の（メタ）アクリルモノマーは、１種単独で用いてもよいし、２種以上を
併用してもよい。
【００３０】
　その他のビニル基含有モノマーの具体例としては、スチレン、α－メチルスチレン等の
芳香族ビニル系モノマー；アクリロニトリル等のシアン化ビニル系モノマー；酢酸ビニル
等のビニルエステル系モノマーなどが挙げられる。
　これらその他のビニル基含有モノマーは、１種単独で用いてもよいし、２種以上を併用
してもよい。
【００３１】
　ラジカル重合性基を有するシルセスキオキサン化合物は、分子内にラジカル重合性基を
１つ有するトリアルコキシシラン化合物を含むアルコキシシラン化合物を縮合反応するこ
とで得られる。
　ラジカル重合性基を１つ有するトリアルコキシシラン化合物としては、例えば３－（メ
タ）アクリロイルオキシプロピルトリメトキシシラン、３－（メタ）アクリロイルオキシ
プロピルトリエトキシシラン、ビニルトリアセトキシシラン、ビニルトリメトキシシラン
、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリイソプロポキシシランなどが挙げられる。（Ｂ
）成分との相溶性や共重合性に優れる観点から、ラジカル重合性基としては（メタ）アク
リロイル基が好ましく、このようなラジカル重合性基を分子内に１つ有するトリアルコキ
シシラン化合物としては、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルトリメトキシシラン
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、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルトリエトキシシランが好ましい。
　ラジカル重合性基を有するシルセスキオキサン化合物としては市販品を用いることがで
きる。ラジカル重合性基を有するシルセスキオキサン化合物の市販品としては、例えば、
東亞合成株式会社製の「商品名：ＡＣ－ＳＱＴＡ－１００」、「商品名：ＡＣ－ＳＱＳＩ
－２０」、「商品名：ＭＡＣ－ＳＱＴＭ－１００」、「商品名：ＭＡＣ－ＳＱＳＩ－２０
」などが挙げられる。
　これらラジカル重合性基を有するシルセスキオキサン化合物は、１種単独で用いてもよ
いし、２種以上を併用してもよい。
【００３２】
　（Ｄ）成分の含有量は、ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）の総量１００質量％中、４０
質量％以下が好ましく、２０質量％以下がより好ましく、１０質量％以下がさらに好まし
い。上述したように、硬化性樹脂組成物が（Ｄ）成分を含有することで粘度や硬化物のガ
ラス転移点を調整しやすくなるが、（Ｄ）成分の含有量が多くなるほど硬化物の屈折率が
低下する傾向にある。（Ｄ）成分の含有量が４０質量％以下であれば、硬化物の屈折率を
維持しつつ、ガラス転移点を高めたり、硬化性樹脂組成物の粘度を成形性に適した値に調
整したりしやすくなる。
【００３３】
＜重合開始剤（Ｅ）＞
　重合開始剤（Ｅ）としてはラジカル重合開始剤が挙げられ、例えば光重合開始剤、熱重
合開始剤、レドックス重合に用いられる過酸化物などが挙げられる。重合開始剤（Ｅ）の
種類は重合方法に応じて適宜選択することができる。
【００３４】
　光重合開始剤は光重合に用いられるラジカル重合開始剤である。光重合開始剤の具体例
としては、ベンゾフェノン、４－メチルベンゾフェノン、２，４，６－トリメチルベンゾ
フェノン、メチルオルトベンゾイルベンゾエイト、４－フェニルベンゾフェノン等のベン
ゾフェノン型化合物；ｔ－ブチルアントラキノン、２－エチルアントラキノン等のアント
ラキノン型化合物；２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン、オ
リゴ｛２－ヒドロキシ－２－メチル－１－［４－（１－メチルビニル）フェニル］プロパ
ノン｝、ベンジルジメチルケタール、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、ベ
ンゾインメチルエーテル、２－メチル－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルホリ
ノ－１－プロパノン、２－ヒドロキシ－１－｛４－［４－（２－ヒドロキシ－２－メチル
プロピオニル）ベンジル］フェニル｝－２－メチルプロパン－１－オン等のアルキルフェ
ノン型化合物；２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルホリノフェニル）－
ブタノン－１、ジエチルチオキサントン、イソプロピルチオキサントン等のチオキサント
ン型化合物；２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキサイド、ビス
（２，６－ジメトキシベンゾイル）－２，４，４－トリメチルペンチルホスフィンオキサ
イド、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルホスフィンオキサイド等の
アシルフォスフィンオキサイド型化合物；フェニルグリオキシリックアシッドメチルエス
テル等のフェニルグリオキシレート型化合物などが挙げられる。これらの中でも、硬化物
が着色するのを抑制できる点で、アルキルフェノン型化合物が好ましく、その中でも特に
１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンが好ましい。また、硬化物の内部まで十分
に硬化しやすくなることから、アシルフォスフィンオキサイド型化合物を併用することが
好ましく、その中でも特に、硬化物の着色を抑制できる点で、２，４，６－トリメチルベ
ンゾイルジフェニルホスフィンオキサイドが好ましい。
　これら光重合開始剤は、１種単独で用いてもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００３５】
　熱重合開始剤は熱重合に用いられるラジカル重合開始剤であり、熱重合開始剤としては
例えば有機過酸化物、アゾ化合物などが挙げられる。
　有機過酸化物の具体例としては、メチルエチルケトンパーオキサイド等のケトンパーオ
キサイド；１，１－ジ（ｔ－ヘキシルパーオキシ）－３，３，５－トリメチルシクロヘキ
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サン、１，１－ジ（ｔ－ヘキシルパーオキシ）シクロヘキサン、１，１－ジ（ｔ－ブチル
パーオキシ）シクロヘキサン等のパーオキシケタール；１，１，３，３－テトラメチルブ
チルハイドロパーオキサイド、クメンハイドロパーオキサイド、ｐ－メンタンハイドロパ
ーオキサイド等のハイドロパーオキサイド；ジクミルパーオキサイド、ジ－ｔ－ブチルパ
ーオキサイド等のジアルキルパーオキサイド；ジラウロイルパーオキサイド、ジベンゾイ
ルパーオキサイド等のジアシルパーオキサイド；ジ（４－ｔ－ブチルシクロヘキシル）パ
ーオキシジカーボネート、ジ（２－エチルヘキシル）パーオキシジカーボネート等のパー
オキシジカーボネート；ｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート、ｔ－ヘキシ
ルパーオキシイソプロピルモノカーボネート、ｔ－ブチルパーオキシベンゾエート、１，
１，３，３－テトラメチルブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート等のパーオキシ
エステルなどが挙げられる。
　アゾ化合物の具体例としては、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－ア
ゾビス（２－メチルブチロニトリル）、２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニ
トリル）、１，１’－アゾビス－１－シクロヘキサンカルボニトリル、ジメチル－２，２
’－アゾビスイソブチレート、４，４’－アゾビス－４－シアノバレリック酸、２，２’
－アゾビス－（２－アミジノプロパン）ジハイドロクロライドなどが挙げられる。
　これら熱重合開始剤は、１種単独で用いてもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００３６】
　熱重合開始剤としては、硬化物に気泡が生じにくい点で、有機過酸化物が好ましい。硬
化性樹脂組成物の硬化時間とポットライフのバランスを考慮すると、有機過酸化物の１０
時間半減期温度は３５℃～８０℃の範囲にあることが好ましく、より好ましくは４０～７
５℃であり、さらに好ましくは４５℃～７０℃である。１０時間半減期温度が３５℃以上
であれば、常温で硬化性樹脂組成物がゲル化しにくくなり、ポットライフが良好となる。
一方、１０時間半減期温度が８０℃以下であれば、硬化性樹脂組成物の硬化時間を短縮で
きる。このような有機過酸化物としては、１，１，３，３－テトラメチルブチルパーオキ
シ－２－エチルヘキサノエート（市販品としては、日油株式会社製の「商品名：パーオク
タＯ」、１０時間半減期温度＝６５．３℃）、ｔ－ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサ
ノエート（市販品としては、日油株式会社製の「商品名：パーブチルＯ」、１０時間半減
期温度＝７２．１℃）、ジ（４－ｔ－ブチルシクロヘキシル）パーオキシジカーボネート
（市販品としては、日油株式会社製の「商品名：パーロイルＴＣＰ」、１０時間半減期温
度＝４０．８℃）などが挙げられる。
【００３７】
　レドックス重合に用いられる過酸化物としては、例えばジベンゾイルパーオキサイド、
ハイドロパーオキサイドなどが挙げられる。これら過酸化物は、１種単独で用いてもよい
し、２種以上を併用してもよい。
　なお、レドックス重合には、通常、レドックス系重合開始剤が用いられる。レドックス
系重合開始剤は、過酸化物と還元剤とを併用した重合開始剤である。上述した過酸化物を
レドックス系重合開始剤として使用する場合、還元剤との組み合わせの一例は以下の通り
である。
（１）ジベンゾイルパーオキサイド（過酸化物）と、Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン、Ｎ，Ｎ
－ジメチル－ｐ－トルイジン、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシプロピル）－ｐ－トルイジ
ン等の芳香族３級アミン類（還元剤）との組み合わせ。
（２）ハイドロパーオキサイド（過酸化物）と金属石鹸類（還元剤）との組み合わせ。
（３）ハイドロパーオキサイド（過酸化物）とチオ尿素類（還元剤）との組み合わせ。
【００３８】
　重合開始剤（Ｅ）の含有量は、ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）の総量１００質量部に
対して、０．０５～１０質量部であり、０．１～５質量部が好ましく、０．３～３質量部
がより好ましい。重合開始剤（Ｅ）の含有量が多くなるほど硬化性樹脂組成物の硬化性が
高まり、強度の高い硬化物が得られやすくなる傾向にあり、重合開始剤（Ｅ）の含有量が
少なくなるほど硬化物の透明性が高くなる傾向にある。重合開始剤（Ｅ）の含有量が０．
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０５質量部以上であれば、硬化性樹脂組成物の硬化性がより向上する。一方、重合開始剤
（Ｅ）の含有量が１０質量部以下であれば、硬化物の透明性がより高まる。
【００３９】
　また、重合開始剤（Ｅ）と、ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）との含有量の合計は、硬
化性樹脂組成物の総量１００質量％中、９５質量％以上であり、９７質量％以上がより好
ましい。これらの含有量の合計が９５質量％以上であれば、硬化物のリフロー時の着色や
、重量減少を抑制できる。
【００４０】
＜酸化防止剤（Ｆ）＞
　硬化性樹脂組成物は、酸化防止剤（Ｆ）をさらに含有することが好ましい。硬化性樹脂
組成物が酸化防止剤（Ｆ）を含有することで、硬化物のリフロー時の着色をより抑制でき
る。
【００４１】
　酸化防止剤（Ｆ）の具体例としては、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノール、２，６－ジ
－ｔ－ブチル－ｐ－クレゾール、ｎ－オクタデシル－３－（３’，５’－ジ－ｔ－ブチル
－４’－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、テトラキス－［メチレン－３－（３’，
５’－ジ－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］メタン、トリエチ
レングリコールビス［３－（３－ｔ－ブチル－５－メチル－４－ヒドロキシフェニル）プ
ロピオネート］、１，６－ヘキサンジオールビス［３－（３，５－ジ－ｔ－ブチル－４－
ヒドロキシフェニル）プロピオネート］等のフェノール系酸化防止剤；トリフェニルホス
ファイト、トリスイソデシルホスファイト、トリストリデシルホスファイト、トリス（２
，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスファイト等のリン系酸化防止剤；ジラウリル－３，
３’－チオジプロピオネート、ジトリデシル－３，３’－チオジプロピオネート、ジミリ
スチル－３，３’－チオジプロピオネート、ジステアリル－３，３’－チオジプロピオネ
ート、ペンタエリスリトールテトラキス（β－ラウリルチオプロピオネート）等の硫黄系
酸化防止剤などが挙げられる。これらの中でも、硬化性樹脂組成物への溶解性や、硬化物
の着色の抑制効果が高い点から、フェノール系酸化防止剤、硫黄系酸化防止剤が好ましい
。
　これら酸化防止剤（Ｆ）は、１種単独で用いてもよいし、２種以上を併用してもよい。
【００４２】
　酸化防止剤（Ｆ）の含有量は、ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）の総量１００質量部に
対して、０．０１～５質量部が好ましく、０．０３～４質量部がより好ましく、０．０５
～３質量部がさらに好ましい。酸化防止剤（Ｆ）の含有量が多いほど硬化物のリフロー時
の着色をより抑制できる傾向にあり、酸化防止剤（Ｆ）の含有量が少ないほど硬化物の透
明性がより良好なものとなる傾向にある。酸化防止剤（Ｆ）の含有量が０．０１質量部以
上であれば、硬化物のリフロー時の着色の抑制効果がより高まる。一方、酸化防止剤（Ｆ
）の含有量が５質量部以下であれば、硬化物の透明性がより高まる。
【００４３】
＜他の成分＞
　硬化性樹脂組成物は、本発明の効果を損なわない範囲内であれば、上述したラジカル重
合性単量体成分（Ｘ）、重合開始剤（Ｅ）及び酸化防止剤（Ｆ）以外の他の成分（以下、
「その他成分」という。）を含有してもよい。
　その他成分としては、例えばアクリル系重合体、ゴム、シリカ微粒子、可塑剤、紫外線
吸収剤、消泡剤、揺変剤、重合禁止剤、離型剤、充填剤、蛍光体、顔料等の各種添加剤が
挙げられる。
【００４４】
＜硬化性樹脂組成物の製造方法＞
　硬化性樹脂組成物を製造する方法としては、例えば（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）
成分と、重合開始剤（Ｅ）と、必要に応じて（Ｄ）成分、酸化防止剤（Ｆ）、その他成分
とを常温で撹拌混合する方法や、これらを加熱混合する方法などが挙げられる。
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　重合開始剤（Ｅ）として熱重合開始剤を用いる場合は、硬化性樹脂組成物の安定性の点
から、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分と、必要に応じて（Ｄ）成分、酸化防止剤
（Ｆ）、その他成分とを加熱混合した後に冷却し、常温で重合開始剤（Ｅ）を加えて撹拌
混合し、硬化性樹脂組成物を得る方法が好ましい。
　加熱混合により硬化性樹脂組成物を製造する場合は、相溶性が良好となり、より均一に
混合できる観点から、４０～１００℃の加熱下で混合することが好ましく、混合の攪拌時
間は０．１～５時間の範囲にあることが好ましい。
【００４５】
＜硬化性樹脂組成物の粘度＞
　硬化性樹脂組成物の粘度は、２３℃においてＢ型粘度計を用いた測定値が１００～４５
，０００ｍＰａ・ｓの範囲にあることが好ましく、より好ましくは２００～４０，０００
ｍＰａ・ｓであり、さらに好ましくは５００～３０，０００ｍＰａ・ｓである。硬化性樹
脂組成物の粘度が上記範囲内であれば、良好な成形性が得られる。特に、硬化性樹脂組成
物の粘度が１００ｍＰａ・ｓ以上であればディスペンサや金型からの樹脂漏れを抑制でき
、４５，０００ｍＰａ・ｓ以下であれば金型への浸入性や移液時の作業性が良好なものと
なる。
【００４６】
＜作用効果＞
　以上説明した本発明の硬化性樹脂組成物は、上述した（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ
）成分を特定量含むラジカル重合性単量体成分（Ｘ）と、特定量の重合開始剤（Ｅ）とを
９５質量％以上含有する。よって、本発明の硬化性樹脂組成物は、成形性に適した粘度を
有する。また、本発明の硬化性樹脂組成物からは、高い透明性、高い屈折率及び高いガラ
ス転移点を有する硬化物が得られる。該硬化物は、耐リフロー性にも優れる。
【００４７】
「硬化物」
　本発明の硬化物は、上述した本発明の硬化性樹脂組成物が硬化したものである。
　硬化物を得る方法としては、例えば、硬化性樹脂組成物を所定の形状としておき、これ
を硬化させて所定の形状を有する硬化物を得る方法が挙げられる。このようにして所定の
形状を有する硬化物を得る方式としては、例えば、フィルム基材等に硬化性樹脂組成物を
塗工するコーティング方式、ポッティング成形方式、キャスティング成形方式、プリンテ
ィング成形方式、液体樹脂射出成形方式（ＬＩＭ方式）、トランスファー成形方式などが
挙げられる。
　また、硬化性樹脂組成物を硬化する方法としては、硬化性樹脂組成物に含まれる重合開
始剤（Ｅ）の種類に応じて、光重合、熱重合及びレドックス重合のいずれかの方法を採用
できる。
【００４８】
　光重合で硬化性樹脂組成物を硬化して硬化物を得る場合、硬化性樹脂組成物に照射する
光の波長は特に制限されないが、波長が２００～４００ｎｍの紫外線を照射することが好
ましい。紫外線の光源の具体例としては、例えば超高圧水銀灯、高圧水銀灯、メタルハラ
イドランプ、ハイパワーメタルハライドランプなどが挙げられる。
　硬化性樹脂組成物を光重合した後には、アフターキュアーをさらに行うことが好ましい
。これにより、硬化物中に残存する未反応の（メタ）アクリロイル基の量を減少させるこ
とができ、硬化物の強度をより高めることができる。アフターキュアーの条件としては７
０～１５０℃で０．１～２４時間が好ましく、８０～１３０℃で０．２～１０時間がより
好ましい。
【００４９】
　熱重合で硬化性樹脂組成物を硬化して硬化物を得る場合、硬化条件は特に限定されない
が、着色が抑制された硬化物が得られやすくなる点で、硬化温度は４０～２００℃が好ま
しく、６０～１５０℃がより好ましい。
　ＬＩＭ方式やトランスファー成形方式などのように、予め加熱された型に硬化性樹脂組



(12) JP 6500399 B2 2019.4.17

10

20

30

40

50

成物を注入して成形する場合の硬化時間（加熱時間）は、硬化温度によって異なるが、例
えば硬化温度が１００℃の場合、１～１８０秒が好ましく、１～１２０秒がより好ましく
、１～６０秒がさらに好ましい。一方、キャスティング成形方式のように常温の型に硬化
性樹脂組成物を注入後、加熱する場合の硬化時間は、硬化温度によって異なるが、例えば
硬化温度が７０℃の場合、５分～５時間が好ましく、１０分～３時間がより好ましい。
　硬化性樹脂組成物を熱重合した後には、アフターキュアーをさらに行うことが好ましい
。アフターキュアーの条件としては５０～１５０℃で０．１～１０時間が好ましく、７０
～１３０℃で０．２～５時間がより好ましい。
【００５０】
　レドックス重合により硬化性樹脂組成物を硬化して硬化物を得る場合、レドックス系重
合開始剤を用いることで、５℃～４０℃の常温で硬化することができる。得られる硬化物
中に残存する未反応の（メタ）アクリロイル基の量を減少させることができ、硬化物の強
度をより高めることができる点から、硬化温度は１５～４０℃が好ましい。
　硬化性樹脂組成物がゲル化しにくく、安定的に取り扱える点から、予め還元剤を硬化性
樹脂組成物に溶解させておき、これに過酸化物を追加する手順で硬化を実施する方法が好
ましい。
【００５１】
＜硬化物の屈折率＞
　硬化物の屈折率は、２５℃におけるナトリウムＤ線（５８９ｎｍ）での測定値が、１．
６１０以上であることが好ましく、１．６１３以上であることがより好ましく、１．６１
５以上であることがさらに好ましい。硬化物の屈折率が１．６１０以上であれば、光学部
材に適用した場合に多様な光学設計が可能となり、様々な用途へ適用できる。
【００５２】
＜硬化物のガラス転移点＞
　硬化物のガラス転移点は、８０℃以上であることが好ましく、９０℃以上であることが
より好ましく、１００℃以上であることがさらに好ましい。硬化物のガラス転移点が８０
℃以上であれば、高温環境においても硬化物の形状が安定するため（すなわち、変形しに
くいため）、光学部材に適用した場合に光学部材としての信頼性が向上する。
　本発明において、「硬化物のガラス転移点」とは、動的粘弾性測定装置にて硬化物の動
的粘弾性及び損失正接を測定し、損失正接（ｔａｎδ）が最大値を示す温度のことである
。
【００５３】
＜作用効果＞
　以上説明した本発明の硬化物は、上述した本発明の硬化性樹脂組成物が硬化したもので
あるので、高い透明性、高い屈折率及び高いガラス転移点を有し、耐リフロー性にも優れ
る。
【００５４】
「光学部材」
　本発明の光学部材は、上述した本発明の硬化性樹脂組成物が硬化した硬化物からなり、
該硬化物を成形して作製される。該成形は、硬化性樹脂組成物を硬化した後に行ってもよ
く、硬化と同時に行ってもよい。成形方法としては、コーティング方式、ポッティング成
形方式、キャスティング成形方式、プリンティング成形方式、ＬＩＭ方式、トランスファ
ー成形方式などが挙げられる。成形時の硬化方法は、光学部材の透明性が良好となる点で
、光重合、熱重合が好ましい。
【００５５】
　光学部材としては、例えば、発光ダイオードモジュール、携帯電話、スマートフォン、
タブレット端末、パソコン、カメラ、有機エレクトロルミネッセンス（有機ＥＬ）デバイ
ス、フラットパネルディスプレイ、タッチパネル、電子ペーパー、フォトダイオード、フ
ォトトランジスタ、太陽電池、プロジェクター等に使用されるフィルム、シート、レンズ
、光導波路、封止材、充填材、接着剤、反射材、粘着剤、波長変換材などが挙げられる。
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本発明の光学部材は、高い透明性、高い屈折率及び高いガラス転移点を有するため、カメ
ラレンズ等のレンズとして特に有用である。
　以下、光学部材の一例であるレンズと、該レンズを備えたカメラモジュールの一実施形
態例について、説明する。
【００５６】
＜レンズ＞
　本発明のレンズは、上述した本発明の硬化性樹脂組成物が硬化した硬化物からなる。こ
のレンズは、例えば、携帯電話やスマートフォン、タブレット端末、パソコン、デジタル
カメラ等の電子機器や、自動車等に備え付けられる電子機器などのカメラレンズに用いら
れる。
　レンズは、本発明の硬化物単独からなる成形品であってもよいが、平面ガラスあるいは
ガラスウエハー等の透明基材と、この透明基材上に成形された上述の硬化物からなるハイ
ブリッドレンズであってもよい。
【００５７】
＜カメラモジュール＞
　本発明のカメラモジュールは、上述した本発明の硬化性樹脂組成物が硬化した硬化物か
らなるレンズを備える。
　図１にカメラモジュールの一例を示す。
　図１に示すカメラモジュール１０は、カメラレンズ１１ａ，１１ｂ及び赤外線カットフ
ィルター１５を備えたレンズホルダー１２と、センサーチップ１４及びボンディングワイ
ヤ１６ａ，１６ｂを備えた基板１３とを具備し、この基板１３上にレンズホルダー１２が
積層されている。
　この例のカメラモジュール１０に備わるカメラレンズは２枚であるが、１枚であっても
よいし、３枚以上であってもよい。
【００５８】
　また、その他の構成のカメラモジュールとしては、ウエハー上に成形したレンズとイメ
ージセンサーウエハーの接着積層体をダイシングするウエハーレベル方式によって形成さ
れるものが挙げられる。
【実施例】
【００５９】
　以下、実施例を挙げて本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらの例に限定される
ものではない。
　なお、各実施例及び比較例中「部」は「質量部」を意味する。
　また、実施例及び比較例における粘度、屈折率、ガラス転移点は以下の方法で測定し、
透明性、耐リフロー性、リフロー時着色については以下の方法で評価した。
　なお、実施例５は参考例である。
【００６０】
「測定・評価方法」
＜粘度の測定＞
　液温を２３℃に調整した硬化性樹脂組成物の粘度をＢ型粘度計により測定した。
【００６１】
＜透明性の評価＞
　硬化性樹脂組成物を硬化して、約５０ｍｍ×５０ｍｍ×厚さ１ｍｍの硬化物を作製した
。該硬化物の全光線透過率（％）をＪＩＳ　Ｋ　７１０５に準じて測定した。測定には、
ヘーズメーター（株式会社村上色彩技術研究所製、「ＨＭ－１５０型」）を用いた。
【００６２】
＜屈折率の測定＞
　硬化性樹脂組成物を硬化して、厚さ１００μｍの硬化物を作製した。該硬化物の屈折率
（ナトリウムＤ線（５８９ｎｍ）、２５℃）を多波長アッベ屈折計（株式会社アタゴ製、
「ＤＲ－Ｍ２」）により測定した。なお、測定中間液として、イオウヨウ化メチレン（株
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式会社アタゴ製）を用いた。
【００６３】
＜ガラス転移点の評価＞
　硬化性樹脂組成物を硬化して、約４ｍｍ×３５ｍｍ×厚さ１ｍｍの硬化物を作製した。
該硬化物の動的粘弾性及び損失正接を測定し、損失正接（ｔａｎδ）が最大値を示す温度
を硬化物のガラス転移点とした。測定には、動的粘弾性測定装置（ティー・エイ・インス
ツルメント・ジャパン株式会社製、「ＲＳＡ－II」）を用い、測定条件は引っ張りモード
、測定周波数１０Ｈｚとした。
【００６４】
＜耐リフロー性の評価＞
　硬化性樹脂組成物を硬化して、約５０ｍｍ×５０ｍｍ×厚さ１ｍｍの硬化物を作製した
。リフローシュミレーター（株式会社マルコム製、「ＳＲＳ－１Ｃ」）を用い、硬化物に
図２のグラフに示すように経時的（横軸）な温度（縦軸）負荷を与えるリフロー試験を３
サイクル実施した。リフロー試験後の硬化物の外観を目視にて観察し、以下の評価基準に
て耐リフロー性を評価した。
○：溶融が認められない。
×：溶融が認められる。
【００６５】
＜リフロー時着色の評価＞
　硬化性樹脂組成物を硬化して、約５０ｍｍ×５０ｍｍ×厚さ１ｍｍの硬化物を作製した
。該硬化物のＹＩ値（初期ＹＩ値）をＡＳＴＭ　Ｄ　１９２５に準じて測定した。測定に
は、分光測色計（コニカミノルタ株式会社製、「ＣＭ－５」）を用いた。
　次いで、耐リフロー性の評価と同様にしてリフロー試験を実施した。リフロー試験後の
硬化物のＹＩ値（試験後ＹＩ値）を測定し、下記式（ｉ）によりΔＹＩを算出した。ΔＹ
Ｉが小さいほど、リフロー時の着色が抑制されたことを意味する。
　ΔＹＩ＝試験後ＹＩ値－初期ＹＩ値　　・・・（ｉ）
【００６６】
「実施例１」
＜硬化性樹脂組成物の調製＞
　冷却器を備えた反応容器に、（Ａ）成分として大阪ガスケミカル株式会社製の「商品名
：オグソールＥＡ－０２００」（上記一般式（１）において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４の
全てが水素原子であり、ｍ及びｍがいずれも１である化合物）７０部と、（Ｂ）成分とし
てオルトフェニルフェノキシエチルアクリレート（ＭＩＷＯＮ社製の「商品名：ＭＩＲＡ
ＭＥＲ　Ｍ１１４２」）１５部と、（Ｃ）成分としてベンジルメタクリレート（三菱レイ
ヨン株式会社製の「商品名：アクリエステルＢＺ」）１５部と、重合開始剤（Ｅ）として
１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン（ＢＡＳＦ社製の「商品名：ＩＲＧＡＣＵ
ＲＥ１８４」）０．５部、及び２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルフォスフィ
ンオキサイド（ＢＡＳＦ社製の「商品名：ＬＵＣＩＲＩＮ　ＴＰＯ」）０．１部とを加え
、７０℃で２時間撹拌することで、硬化性樹脂組成物を得た。
　得られた硬化性樹脂組成物の粘度を測定した。結果を表１に示す。
【００６７】
＜硬化物の作製＞
　得られた硬化性樹脂組成物を、約５０ｍｍ×５０ｍｍの正方形状を切り抜いた１ｍｍ厚
のシリコーンシートとガラス板から成る型に流し込み、さらに上部より板ガラスを積層す
ることで密閉した。次いで、ガラス面にメタルハライドランプを用いて、積算光量１００
０ｍＪ／ｃｍ２の紫外線を照射した後、１００℃で３０分間加熱した。冷却後、板ガラス
を除去し、約５０ｍｍ×５０ｍｍ×厚さ１ｍｍの硬化物を得た。
　同様の手法において、約４ｍｍ×３５ｍｍの長方形状を切り抜いたシリコーンシートを
用いることで約４ｍｍ×３５ｍｍの硬化物、厚さ約１００μｍのポリエステルテープを用
いることで厚さ約１００μｍの硬化物をそれぞれ作製した。
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　得られた硬化物を用い、屈折率及びガラス転移点を測定し、透明性、耐リフロー性及び
リフロー時着色を評価した。これらの結果を表１に示す。
【００６８】
「実施例２、４～８」
　表１に記載の配合組成に変更した以外は、実施例１と同様にして硬化性樹脂組成物を調
製し、硬化物を作製し、各種測定及び評価を実施した。これらの結果を表１に示す。
【００６９】
「実施例３」
＜硬化性樹脂組成物の調製＞
　冷却器を備えた反応容器に、（Ａ）成分としてオグソールＥＡ－０２００を７０部と、
（Ｂ）成分としてオルトフェニルフェノキシエチルアクリレートを１５部と、（Ｃ）成分
としてベンジルメタクリレートを１５部加え、７０℃で２時間撹拌した。室温に冷却した
後、重合開始剤（Ｅ）として１，１，３，３－テトラメチルブチルパーオキシ－２－エチ
ルヘキサノエート（日油株式会社製の「商品名：パーオクタＯ」）１部を加え、さらに１
０分間攪拌し、硬化性樹脂組成物を得た。
　得られた硬化性樹脂組成物を用いた以外は、実施例１と同様にして硬化物を作製し、各
種測定及び評価を実施した。これらの結果を表１に示す。
【００７０】
＜硬化物の作製＞
　得られた硬化性樹脂組成物を、約５０ｍｍ×５０ｍｍの正方形状を切り抜いた１ｍｍ厚
のシリコーンシートとガラス板から成る型に流し込み、さらに上部より板ガラスを積層す
ることで密閉した。次いで、９０℃で１時間、１００℃で３０分間加熱した。冷却後、板
ガラスを除去し、約５０ｍｍ×５０ｍｍ×厚さ１ｍｍの硬化物を得た。
　同様の手法において、約４ｍｍ×３５ｍｍの長方形状を切り抜いたシリコーンシートを
用いることで約４ｍｍ×３５ｍｍの硬化物、厚さ約１００μｍのポリエステルテープを用
いることで厚さ約１００μｍの硬化物をそれぞれ作製した。
　得られた硬化物を用い、屈折率及びガラス転移点を測定し、透明性、耐リフロー性及び
リフロー時着色を評価した。これらの結果を表１に示す。
【００７１】
「比較例１～４」
　表２に記載の配合組成に変更した以外は、実施例１と同様にして硬化性樹脂組成物を調
製し、硬化物を作製し、各種測定及び評価を実施した。これらの結果を表２に示す。
【００７２】
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【表１】

【００７３】
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【表２】

【００７４】
　表１、２中の記号は以下の通りである。
・オグソールＥＡ－０２００：上記一般式（１）において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４の全
てが水素原子であり、ｍ及びｍがいずれも１である化合物（大阪ガスケミカル株式会社製
の「商品名：オグソールＥＡ－０２００」）。
・ＭＩＲＡＭＥＲ　Ｍ１１４２：オルトフェニルフェノキシエチルアクリレート（ＭＩＷ
ＯＮ社製の「商品名：ＭＩＲＡＭＥＲ　Ｍ１１４２」）。
・アクリエステルＢＺ：ベンジルメタクリレート（三菱レイヨン株式会社製の「商品名：
アクリエステルＢＺ」）。
・アクリエステルＰＨ：フェニルメタクリレート（三菱レイヨン株式会社製の「商品名：
アクリエステルＰＨ」）。
・ニューフロンティアＰＨＥ：フェノキシエチルアクリレート（第一工業製薬株式会社製
の「商品名：ニューフロンティアＰＨＥ」）。
・ＩＲＧＡＣＵＲＥ１８４：１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン（ＢＡＳＦ社
製の「商品名：ＩＲＧＡＣＵＲＥ１８４」）、光重合開始剤。
・ＬＵＣＩＲＩＮ　ＴＰＯ：２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニルフォスフィン
オキサイド（ＢＡＳＦ社製の「商品名：ＬＵＣＩＲＩＮ　ＴＰＯ」）、光重合開始剤。
・パーオクタＯ：１，１，３，３－テトラメチルブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノ
エート（日油株式会社製の「商品名：パーオクタＯ」、１０時間半減期温度＝６５．３℃
）、熱重合開始剤。
・ＩＲＧＡＮＯＸ１０７６：ｎ－オクタデシル－３－（３’，５’－ジ－ｔ－ブチル－４
’－ヒドロキシフェニル）プロピオネート（ＢＡＳＦ社製の「商品名：ＩＲＧＡＮＯＸ１
０７６」）。
【００７５】
　表１の結果より、各実施例で得られた硬化性樹脂組成物は、成形性に適した粘度を有し
ていた。また、これら硬化性樹脂組成物が硬化した硬化物は、高い透明性、高い屈折率及
び高いガラス転移点を有し、耐リフロー性にも優れていた。
　特に、ラジカル重合性単量体成分（Ｘ）中の（Ａ）成分の含有量が６０質量％超であり
、（Ｂ）成分の含有量が３０質量％未満である実施例１～７で得られた硬化性樹脂組成物
からは、ガラス転移点がより高い硬化物が得られた。
【００７６】
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　一方、表２の結果より、（Ｃ）成分を含有しない比較例１の硬化性樹脂組成物は、粘度
が高く、作業性に劣っていた。
　（Ｃ）成分を含有せず、かつ（Ａ）成分の含有量が少ない比較例２の硬化性樹脂組成物
が硬化した硬化物は、ガラス転移点が低かった。
　（Ｂ）成分を含有しない比較例３の硬化性樹脂組成物が硬化した硬化物は、屈折率が低
かった。
　（Ａ）成分の含有量が少ない比較例４の硬化性樹脂組成物が硬化した硬化物は、屈折率
及びガラス転移点が低かった。
【符号の説明】
【００７７】
　１０　カメラモジュール
　１１ａ，１１ｂ　カメラレンズ
　１２　レンズホルダー
　１３　基板
　１４　センサーチップ
　１５　赤外線カットフィルター
　１６ａ，１６ｂ　ボンディングワイヤ

【図１】

【図２】
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